


注　意 

危　険 

警　告 

注　意 

温　　　度　：　０℃～５０℃ 

湿　　　度　：　８０％以下（結露しないこと） 

腐食性ガス・粉塵などが無いこと 

 



警　告 

危　険 

注　意 

1．新・旧形式の対比表 

2．新・旧形式の対比表 

旧  型  
新  型  

－ 
002

25
005

32
010

40
025

50
050

60
075

70
100

80
150

－ 
200

90
250

旧  型  
新  型  

ＮＪ,ＮＪＶ 
ＪＡ 

ＴＪ,ＮＴＶ 
ＪＴＡ 

ＢＳＪ 
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ＢＸＪ,ＢＪＶ 
ＪＢ 

ＢＴＪ,ＢＴＶ 
ＪＴＢ 
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旧  型  
新  型  

120
400

100
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135
500

155
750

175
1000

195
－ 

200
1250

旧型　NJ,NJV,TJ,NTV,BSJ,BXJ,BJV,BTJ,BTV,RJ（ジャッキの芯間距離で型番を表示） 
新型　JA,JTA,JB,JTB（負荷容量で型番を表示） 
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円すいころ軸受 

グリースニップル 

HS（T）カバー 

オイルシール 

固定ナット 

オイルシール 

LSカバー 

円すいころ軸受 

油面計 

ウォームホィール 

本体ケース 

スクリュシャフト 

スクリュカバー 

排油栓 

注油栓 

キー 

ウォーム軸 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 
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14 

15 

16 
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1 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1

品番 品名 1台分個数 



円すいころ軸受 

HS（T）カバー 

オイルシール 

固定ナット 

円すいころ軸受 

六角穴付プラグ 

LSカバー 

ボールナット 

Oリング 

オイルシール 

油面計 

ウォームホィール 

本体ケース 

オイルシール 

エンドストッパ 

ボールネジ 

スクリュカバー 

排油栓 

注油栓 

キー 

ウォーム軸 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 
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21
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2 

2 

2 
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1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

2 

1

品番 品名 1台分個数 





《表ー１　推奨潤滑油》 

I S O グ レ ー ド  ＶＧ１５０ 

周囲温度 0℃～50℃ 

J I S グ レ ー ド  Ｋ2219―２種４号 

モ ー ビ ル 石 油  モービルギヤ 600XP 150

出 光 興 産  ダフニースーパーギヤオイル 150

昭 和 シ ェ ル 石 油  オマラ S2 G 150

新 日 本 石 油  ボンノック M150

《表ー２　推奨グリース》 

モ ー ビ ル 石 油  モービラックス ＥＰ2

周囲温度 ０℃～５０℃ 

出 光 興 産  ダフニーエポネックスSR No.2

昭 和 シ ェ ル 石 油  アルバニア ＥＰ グリース 2

新 日 本 石 油  エピノックグリース ＡＰ2

当社の標準封入潤滑油は昭和シェル石油 オマラS2G150、グリースはダフニーエポネックスSR No.2です。 



使用頻度に関するストロークは300mmの時を表します。尚ストロークと使用頻度は相関関係に 
あり、ストロークが変わると使用頻度も変わります。 

　　項         目　　 日　常　点　検 定　期　点　検 

一日の使用前に確認  

スクリュシャフトの  
グ リ ー ス の 補 給  

使用頻度が多い場合 

減速部の潤滑油交換 初期と２～６ヶ月毎 

各部ボルト類の緩み 

外 観 各 部 の 破 損  

雌 ね じ の 摩 耗  

スクリュシャフトの破損 

ジャ バ ラ の 破 損  

回り止めキーのガタ 
（ N J、R J、J A ） 
スクリュシャフトの清掃 

その他点検に必要な事柄 

（10～30回以内／日） 
使用頻度が少ない場合 
（10回以下／日） 
週に1回使用前に確認 

ボールスクリュジャッキのとき 
（30回以上／日）1週間に1回 

一日の使用前に確認 
不足していれば補給 不足していれば補給 

ボールスクリュジャッキのとき 
（30回以下／日）2～3週間に1回 

《表ー４　日常点検、定期点検》 

スクリュシャフトの  
グ リ ー ス 交 換  

減 速 部 の 油 量  
（グリース量）の確認 

（NJ、TJ、RJ、JA、JTA） 

初期と２～３ヶ月毎 

３ヶ月～１年毎 

３ヶ月～１年毎 

使用頻度により２～３ヶ月毎 

３ヶ月～１年毎 

３ヶ月～１年毎 

使用頻度により２～３ヶ月毎 

２ヶ月～３ヶ月毎 

 

《表ー３　油量、グリース量》 

（002） 
２５（005） 
３２（010） 
４０（025） 
５０（050） 
６０（075） 
７０（100） 
８０（150） 
（200） 
９０（250） 
１００（300） 
１２０（400） 
１３５（500） 
１５５（750） 

  １７５（1000） 
１９５ 

  ２００（1250） 
 型番ＲＪは減速部グリース潤滑のため、グリース量を示します。 

スクリュ部のグリース量は、ストローク300mmの時の量です。 

０.０７L 
４０g 
５０g 
０.２ L 
０.３ L 
０.５ L 
０.７５ L 
０.８ L 
１.５ L 
１.６ L 
１.８ L 
４.０ L 
６.０ L 
８.０ L 
１０.０ L 
－　  

１２.０ L

－　  
４０g 
５０g 
０.２ L 
０.３ L 
０.５ L 

０.７５ L 
０.８ L 
１.５ L 
１.６ L 
１.８ L 
４.０ L 
６.０ L 
８.０ L 

１０.０ L 
－　  

１２.０ L

－　　 
－　　 
－　　 
－　　 
－　　 
５００g 
－　　 
８００g 
－　　 

１６００g 
１８００g 
４０００g 
－　　 

８０００g 
－　　 

１０００g 
－　　 

５g 
８g 
１０g 
４０g 
５０g 
６０g 
８０g 
１００g 
１１０g 
１２０g 
１５０g 
１８０g 
２２０g 
２８０g 
３５０g 
－ 　 

４５０g

－ 　 
５g 
５g 
３０g 
４０g 
５０g 
６０g 
７０g 
９０g 
９０g 
１１０g 
１３０g 
１６０g 
２００g 
２５０g 
－ 　 

３２０g

－ 　 
－ 　 
－ 　 
－ 　 
－ 　 
６０g 
－ 　 

１００g 
－ 　 

１２０g 
１５０g 
１８０g 
－ 　 

２８０g 
－ 　 

４００g 
４５０g

潤滑油（L）グリース（g）量（減速機部） グリース量（スクリュー部） 
型 番 NJ,TJ,NJV,JAH 

NTV,JA,JTA
NJ,TJ,NJV,NTV 

JA,JAH,JTA
BSJ,BXJ,BTJ,JBH 
BJV,BTV,JB,JTB

BSJ,BXJ,BTJ,BJV 
BTV,JB,JBH,JTB

グリース量 
（減速機部） 

RJ RJ



故　　障 原　　　因 対　　　　　　策 

荷重オーバ 適正な荷重にする。 

潤滑油の過少又は過多 運転を停止した状態で、油量を適正にする。 

潤滑油の不良又は不適当 新しい潤滑油と交換する。 

軸受の調整不良 当社に連絡する。 

歯当りの不良 

ジャッキが過熱する 

当社に連絡する。 

軸受の損傷 軸受を取り換える。 

カップリング心出し不良 心出し調整をする。 

軸受の隙間過少 当社に連絡する。 

減速機部の潤滑油不足（グ 
リース不足） 

運転を停止した状態で、油量（グリース量）を 
適正にする。 

スクリュシャフトのグリー 
ス切れ 

古いグリースを除去し、新しいグリースを塗布する。 

異物の混入 内部を洗浄して異物を除去し、潤滑油を交換する。 

軸受の損傷 軸受を取り換える。 

スクリュシャフトの横荷重 据付け心出し調整をする。 

連動運転のレベル不良 据付け心出し調整をする。 

減速機部の歯の摩耗 入力軸（ウォーム軸）とウォームホイールを取り 
換える。 

異物の混入 内部を洗浄して異物を除去し、潤滑油を交換する。 

軸受の損傷 軸受を取り換える。 

取付けボルトの緩み 入力軸とスクリュシャフトの心出しが適正であ 
るかを確認し、ボルトを増締めする。 

据え付け心出し不良 心出し調整をする。 

 騒音が甚だしい 

規
則
的
な
音 

高
い
金
属
音 

不
規
則
な
音 

振動が大きい 



故　　障 原　　　因 対　　　　　　策 

オイルシールの損傷 オイルシールを取り換える。 

潤滑油がもれる 

※一般的な故障について記載しましたが、その他の故障や不具合点については、最寄りの当社営業 
　所まで連絡して下さい。 

パッキンの損傷 パッキンを取り換える。 

排油栓の締付け不足 シールテープを使用して排油栓を確実に締めつ 
ける。 

油面計の破損 油面計を取り換える。 

空気抜き対策不良 付属のエアーブリーザと取り換える。 

ウオーム歯面の焼付き 当社に連絡する。 

スクリュシャフトの焼付き 当社に連絡する。 

スクリュシャフトがストロー 
ク以上に作動しロック状態 

製品を分解し、場合により部品を取り換える。 

スクリュが曲がった 部品を取り換える。 

軸受の損傷 軸受を取り換える。 

固形異物の噛込み 当社に連絡する。 

減速機部の歯の摩耗 入力軸（ウォーム軸）とウォームホイールを取り 
換える。 

キーの損傷 キー及び関連部品を取り換える。 

入力軸（ウォーム軸）の破損 入力軸（ウォーム軸）とウォームホイールを取り 
換える。 

雌ねじの摩耗 部品を取り換える。 

雌ねじの摩耗 部品を取り換える。 

入力軸又はスクリュ 
シャフトがまったく 
動かない（昇降不能） 

入力軸が空転しスク 
リュシャフトが動か 
ない（昇降不能） 

スクリュシャフトの 
落下 

ボールの落下 部品を取り換える。 
ボールスクリュジャ 
ッキのスクリュシャ 
フトの落下 
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